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地域交流牧場全国連絡会（交牧連）とはどんな会ですか？

加茂：交牧連は認証が必要な酪農教育ファーム活動とは違い、そういった認証は必要なく、酪
農の理解醸成活動や消費者理解を深めることを目的として活動する団体です。関東ブロック
では、一般の方の牧場への受け入れやモーモースクールなどを開催し、理解醸成活動を積極
的に行なっています。
　現在、約300名弱の会員が所属し、酪農家の横のつながりを大切にしながら、勉強会など
を積極的に開催しています。交牧連の加盟は牧場単位ですが、同会の方針としては、牧場単
位ではなく、一人ひとりが目的意識を持った団体にしていきたいです。

加茂牧場はどうして交牧連に？

加茂：交牧連の発足から約5年目で入会しました。私は非農家出身で、農協も酪農も知りま
せんでした。そんなとき、同会が主催するモーモースクールに誘っていただきました。それ
を見学した際、「こんな活動があるんだ。私にもできるかもしれない」と感激したのを覚えて

います。それがきっかけで同会への入会を決めました。
　また、千葉県八千代市にある私達の牧場は、住宅街からも近く、酪農関係者以外の多くの方
が住んでいます。市内に住む多くの方は、農業の「の」の字も知りません。それに付随して、
普段何気なく口にする牛乳がどのようなルートで生産・処理・販売されているかということも
知らない人が多いという感覚がありました。この地でわれわれが酪農を続けていくためには、
まずは近隣住民に酪農業というものを理解してもらうことから始めようと思い、われわれ酪
農家サイドから自分達の仕事を知ってもらうこの活動を始めました。

クラブユースに参加する長﨑さんはどんな思いで活動に参加していますか？

長﨑：加茂牧場で働き始めて4年目になります。交牧連の存在は以前働いていた牧場にいた
頃から知っていました。本格的に参加するようになったのは加茂牧場で働き始めてからです。

酪農と地域を盛り上げるユース達シリーズ

つながりが未来  を拓く
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千葉県八千代市　㈱加茂牧場

【概要】

牧場名：㈱加茂牧場（千葉県八千代市）

代表：加茂 太郎さん

クラブユースメンバー：長崎 清子さん

酪農と地域を盛り上げるユース達

つながりが未来  を拓く

加茂太郎さんと長﨑清子さん

クラブユース事業全国勉強会農場視察

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



102

クラブユースは交牧連の若手酪農家が集まり、勉強会や研修などさまざまなイベントを開催
しています。
　普段関わることが少ない若い世代同士が、相談やコミュ二ケーションを気軽に取ることが
できます。話ができる相手がいるかいないかで、酪農家を続けられるかどうかにも深く関わっ
てくると感じています。同会の酪農家以外の人にもこの活動が広がっていくことで、多くの
コミュニケーションが取れるようになり、業界としても盛り上がっていくと思い活動に参加
しています。

今後クラブユースはどんなことをしたいですか？

長﨑：関東ブロックのクラブユース活動では今年、学生も参加できる夏の合宿を実施しまし
た。これは交流を目的としていて、1日目はディスカッション、2日目は農場見学とディス
カッションを行ない交流を深めました。初めて参加してくれる学生もたくさんいて、とても
新鮮で大成功でした。これからも、こういった多くの学生に参加してもらえるイベントを開
催していきたいです。
　また、従業員をはじめとした多くの若手に参加してもらえる企画をしていきたいです。後継
者や牧場長だけでなく、従業員レベルで参加してほしいです。牧場に入った従業員が長く続か
ないという話をよく耳にします。私は同世代の若者が集まるクラブユースに加入することで、
気軽に情報共有できる仲間がいれば違う結果になると思っています。
　私は、今年度からクラブユースの関東ブロックのリーダーを務めています。現在クラブユー
スには、年齢制限があるため、参加者が限られてしまいます。今後はそういったハードルを
少しでも下げて、多くの人が参加できる体制を作っていきたいと思っています。

加茂さんが若手に期待していることは何ですか？

加茂：酪農業という仕事はどうしても閉鎖的な職業だと感じてしまいます。さらにコロナ禍
で、以前よりも横のつながりが薄れてしまい、牧場同士の接点が少なくなってしまいました。
これは若手にだけ言えることではなく、関係者皆がその状況を当たり前だと思わず、酪農家
サイドから積極的に情報の取得に励んでほしいです。

交牧連の今後の目標を教えてください。

加茂：今後は、先に話した情報の共有ができるように、コロナ禍以前に行なっていた対面で
の活動を徐々に増やし、皆さんができる限り参加しやすく、新たな知識などを持って帰れる
ようなイベントを開催していくことが目標です。そして、業界の人たち皆の心に活気を取り
戻していきたいです。
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酪農と地域を盛り上げるユース達

クラブユース事業全国勉強会

交牧連全国研修会の様子
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